
 

 

１ 全体会 

① 概要 

○基調提案 

 ・研究主題 

「言葉の力を学び、次代をひらく～子ど

もたちが自ら学び、深める授業づくりの

実践と報告～」 

 ・これまでの神奈川県の取り組み 

 プロセスを重視し授業の単元化を図る

ために「学びのプラン」を活用すること

で、生徒による主体的な学習の促進を目

指す。 

 ・本大会の主題の意味 

生徒が主語となり、主体的に学習を調

整できる授業づくりを目指す。 

 ・「学びのプラン」とは 

学習の進め方や評価の内容を生徒と教

師で共有し、生徒自身が用いる単元の授

業計画のこと。 

生徒自身が「何を学ぶか」「どのように

学ぶか」「何ができるようになるか」を記

載する。 

 ・今後に向けて 

①「学びのプラン」の活用 

②「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けたプロセス 

③系統性を意識した授業づくりの確認・

再提案 を協議する。 

○文部科学省による講和 

テーマ：今年度の全国学力・学習状況調

査の結果からわかる、国語科の成果と

課題について。 

【成果】 

  生徒は言語活動に一定程度取り組め

ている。 

 

 

【課題】 

  目標の重点項目の内容に着目し、資 

身に着けるべき資質・能力の実現状況

を把握し、学習改善を促すことが十分

にできていない可能性がある。 

【改善のために】 

 ・指導事項の重点を置くべき指導内容

の明確化を行うこと。 

・指導項目の重点内容に着目し、「学習

改善を促す指導の工夫を行うこと。 

 

② 考察 

神奈川県の取り組みの大きな柱として、

「学びのプラン」と「オール神奈川によ

るユニット制」の二つが行われ、教育活

動の充実を図っている。 

 「学びのプラン」については、概要で

も少し触れているが、単元の目標や言語

活動の記載をはじめとし、生徒自身が学

習の見通しを立てられるものとなってい

る。一つの単元を一枚のワークシートに

し、常に手元で確認できるようにしてお

くことで、自身の学びをいつでも振り返

ることができる。また、生徒自身が授業

を通して身に着ける資質・能力の内容を

理解し授業に臨むことで、常に必要感を

感じながら取り組むことができると考え

る。 

 基調提案の資料に「生徒に寄り添い、

伴走する視点に立ち、生徒一人一人の個

性に合わせて資質・能力の育成を図る」

とある。「学びのプラン」がしっかりと機

能すれば、生徒一人一人が自身の学びに

向き合い、振り返りを行うことによって、

自分の学びを強く自覚することできるよ
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うになると考える。 

 また、「ユニット」という市町村の枠を

超えた分科会が構成されていることも、

神奈川県の国語科教育の大きな特徴の一

つであると考える。「ユニット」とは、県

内全域から募ったユニットメンバーを中

心に、授業実践や課題等の共有、そこか

ら得たものの還元、学習会の開催などを

行っているものである。「ユニット」の存

在によって、県全体で研究や実践などが

積極的に行われ、教師の資質・能力の向

上をはじめ、ネットワークの広がりを生

んでいる。学校単位や地域単位といった

限定的なものではなく、県全体で一つの

ものに向かうことによって、個人だけで

なく集団のレベルアップにつながると感

じる。 

 生徒に対する「学びのプラン」の活用

と、教師自身の資質・能力を向上させる

「ユニット制」で神奈川県の国語教育の

研究と充実が行われていることが、主体

的に学習に臨む生徒の姿を生んでいるの

だろう。 

 

２ 授業 

① 概要 

○授業〔読むこと（文学）〕 

本単元は、学習指導要領「Ｃ読むこと（１）

ウ」「Ｃ読むこと（１）エ」に重点を置き、芥

川龍之介作『トロッコ』の精査・解釈を通し

て、読書の面白さを再発見することを目標と

している。 

本授業においては、教師が定めた『トロッ

コ』の内容に関する３つの疑問について、そ

れぞれのグループで検討し準備した答えをも

とに討議することで、新たな視点の獲得を目

指している。 

○授業討議 

討議テーマ：「読書の面白さを感じたり、読

み方を広げたりするための工夫」 

ＰＭＩシートを活用しての討議を行った。

討議の初めに、数人の生徒にインタビューが

できる時間をとっており、学習を通して得た

力を、どのように実感しているのか、学習者

の視点で聞くことができた。 

また、「学びのプラン」を活用した取り組み

や成果に対する補足説明や質疑応答が見られ、

独自の取り組みである「学びのプラン」への

関心が高いことがうかがえた。 

 

② 考察 

今回の授業の言語活動は、お互いに聞き合

い、伝え合うことが主であった。その中で、

どの学習者も自身の意見に自信をもって答え

ていたように思う。 

その大きな理由として、一人一人の読みが

かなり深まっていることが挙げられる。自身

の意見に対して、正しい根拠を持ち、それを

言語化することができていた。発表の仕方の

一貫性や、自身のグループの発表を積極的に

助けようとする姿勢など、日々の学習の中で

根付いているものを、存分に発揮して授業が

行われていた。普段の学習の中で、根拠を示

すこと、その根拠が自身の考えにどうつなが

るのかを考える活動が日常的なものになって

いると感じた。 

先述した３つの問いを、 

・「二人の若い土工は悪い大人か」 

・「最後に大人になった良平を描いたのはなぜ

か」 

・「色や風景が描かれる効果は何か」 

とし、それぞれの問いに対して各グループで

複数の答えを準備している。そこからなぜそ

う考えたのか、根拠となる部分はどこなのか、

それぞれの意見と比較して生まれた自身の考

えも交えながら発表する学習者が多く見られ

た。柔軟な発想で、尚且つ物語の内容から出

ない意見を持った学習者同士のやりとりが行

われていた。教師主導ではなく、基本的には

学習者同士のやりとりのみで授業が進んでお



り、教師が何も言わなくても授業が展開して

いく様子が見られた。これに関しても生徒の

『トロッコ』の内容の理解の深さと、「もっと

知りたい」という姿勢の表れが感じられる。 

また、「学びのプラン」を活用し、身に着け

るべき資質・能力、言語活動、授業の流れな

ど、学習者自身が見通しをもって取り組める

授業となっていた。振り返りの記入でも、単

元の初めに書いた内容を確認しながら、単元

最後の振り返りを書いている姿が多く見られ、

自然と以前の自分と比較しながら振り返るこ

とができていた。「学びのプラン」があること

によって、振り返る観点が明確になり、振り

返りがしやすくなると考える。 

なぜ話し合いをするのか、なぜこの３つの

問いについて考えるのかが明確で、目的意識

をもった学習者主体の授業が行われ、どんど

ん考えが深まっていく様子がよくわかる時間

であった。 

 

３ 分科会 

① 概要 

○実践報告〔読むこと（文学）〕 

【神奈川県横須賀市】 

教科書の文学的な文章を通して自分の＜

読み＞を創造する生徒の育成 

～一人ひとりの豊かな文学体験につなが

る指導を目指して～ 

【埼玉県北本市】 

課題解決方法の「発見」と「活用」で「学

ぶ楽しさ」を作る。 

○討議 

【神奈川県横須賀市】 

討議テーマ：文学的文章において「生徒

を主語」とするための教師の立ち位置と

役割とは 

【埼玉県北本市】 

討議テーマ：生徒が身に着けた力を別の

単元でも活用できるようにするための授

業構想とは 

② 考察 

二つの実践に共通するものとして、学

習したものを別の場面で生かすというこ

とが挙げられる。横須賀市の実践では、

文学的な文章の授業で身に着けた「読み

方」を用いて、小学校の教科書に記載さ

れている文学的文章の読み方や魅力を、

新一年生にプレゼンするというものであ

った。実際に自分が学んだことを伝えな

ければならないという必要感と、よりよ

いプレゼンをしたいという思いが見えた

実践であった。 

 人に教えるためには深い知識が必要で

あるため、何のために学習を行うのか目

的意識を常に持ちながら学習に取り組む

ことができるように思う。また、年間を

通しての実践となっており、自身が確実

に培ってきた力を実感し、それを生かす

ことができる場が確保されていることで、

より高い積極性をもって授業に臨むこと

ができるのではないだろうか。 

 埼玉県の実践でも、自身が得た資質・

能力を生かし課題解決に向けた取り組み

が行われていた。批評文を書き、周りと

交流することを通して、自身の考えの深

まりから課題解決に向かう姿勢と力を育

成しようとしたものである。本単元では、

スモールステップを用い、批評文を書く

際に着目すべき観点や書き方などを学ん

だうえで、課題を解決していくための方

法を確立させることを目指している。ス

モールステップを踏むことによって、文

章を書くことに対し、苦手意識がある生

徒も取り組むハードルを下げることがで

きるのではないかと考える。 

 しかし、この実践には課題が多く残っ

たようである。ステップの一つである平

易な文で批評した際に得た視点や書き方

を、魯迅『故郷』で生かせられなかった

という。批判的な観点をもって読むこと



はできていたが、作品の価値に結びつか

なかったり、自分自身の意見が作品の良

しあしをどう決定づけるのかまで迫れな

かったりしたようだ。スモールステップ

は学習において、有効な手立てであると

思う。しかし、単元全体に系統性を持た

せることが必要不可欠であると考える。

今回の実践であれば、平易な文と『故郷』

は同じような観点で読んでいくことがで

きるのかをしっかりと検討したうえで、

取り組ませる必要があるのではないだろ

うか。 

生徒が身に着けるべき資質・能力を養

っていくためには、適切な教材選択と適

切な指導が必要である。この二つの実践

は、自身の学びを生かせる喜びと、それ

が社会生活で生きる力であるという実感

を得られるものであったと感じる。 

  

４ 今後に向けて(Ｒ９四国大会) 

   神奈川県の取り組みは、生徒の主体性と

学習の見通し、自身の学びの自覚が重視さ

れているものであると感じる。神奈川県全

体で行われている「学びのプラン」を活用

したこの取り組みは、生徒の個別最適な学

びを保障しているように思う。 

   10 月に行われた、「令和６年度全国学

力・学習状況調査を踏まえた学習指導の改

善・充実に向けた協議会」では、〔Ａ 話す

こと・聞くこと〕〔Ｂ 読むこと〕〔Ｃ 書

くこと〕〔知識及び技能〕のそれぞれで香川

県の課題が明らかとなった。そこで示され

た課題解決に向かう単元づくりのポイント

として、 

・生徒自身が言語活動と身に着けるべき資

質・能力を理解し、見通しを立て学習で

きるようにする。 

・自身の学習状況を把握し、自らの学習を

調整することができるようにする。 

・自身の学びを振り返り、分かったことや

気づいたことなどを整理して、今後に展

開できるようにする。 

の３点が挙げられた。こられの項目はすべ

て、この神奈川大会で行われた実践や「学

びのプラン」を活用し、取り組まれていた

ことであると考える。「学びのプラン」を活

用し、言語活動や身に着けるべき資質・能

力を生徒自身が理解し、見通しをもって授

業に臨んでいる。また、学習したことを別

の場面で生かせられるように言語活動を設

定することで、自身の気づきや知識をより

深める活動を行っていた。今回の神奈川大

会では、香川県が抱える国語科の課題解決

に向けて、非常に参考になる取り組みが多

く行われていたように思う。香川県の課題

と解決に向かうためのポイントや実践例を

共通認識とし、そこから実践に向かうこと

で、より深い学びができる生徒の育成につ

ながるのではないだろうか。まずは自分の

目の前の生徒の実態に即した実践を行い、

予測不能な社会をよりよく生きていくため

の国語教室を目指したい。 

 

 

 今回は、このような貴重な経験をさせて

いただきありがとうございました。厚くお

礼申し上げます。 


